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1──問題と目的
共同体感覚（Gemeinschaftsgefühl, Social Interest）は、Adler の個人心理学における中心的理論




















































Dreikurs（1993, 1950 野田監訳 1996）の指摘を考慮すると、共同体感覚をもてているほど、向
社会的行動をすると予測される。

















































共同体感覚尺度22項目について、因子数を 3 に指定して、最尤法・promax 回転による因
子分析を行ったところ、 坂（2011）と同様の 3 因子が抽出された（表 1）。3 因子で説明可
能な分散の総和の割合は53.2%であった。そこで、 坂（2011）にあわせて、第 1 因子を
「所属感・信頼感」、第2因子を「貢献感」、第3因子を「自己受容」と命名した。
各因子に .40以上の負荷量を示した項目のα係数を算出したところ、「所属感・信頼感」






項目内容 F1 F2 F3 平均値(SD)
第1因子「所属感・信頼感」
4 A：自分が今いるグループや集団の一員であることを実感している .83 -.15 -.08 3.40(1.10)
13A：自分が今いるグループや集団の人たちを信頼することができている .75 -.02 -.01 3.47(1.10)
22A：今自分がいるグループや集団に自主的に加わっている .75 .02 .00 3.24(1.06)
14A：周囲の人との活動に積極的に参加している .72 .05 -.05 3.05(1.11)
1 A：自分から進んで人の輪の中に入ることができている .66 -.04 .03 2.74(1.11)
2 A：積極的に周りの人と関わりをもつことができている .63 .08 -.01 2.88(1.13)
12A：自分から進んで人との信頼関係をつくることができている .58 .21 .08 2.95(1.12)
3 A：全体的に他人を信じることができている .50 .03 .03 3.00(1.10)
5 A：頼りにできる人がいる .45 .05 .03 3.89(1.10)
15A：周りの人を無闇に疑ったりは決してしない .26 .10 .10 3.02(1.10)
第2因子「貢献感」
9 C：進んで人の役にたつことをすることができている -.06 .86 .00 3.08(0.97)
20C：他人のためでも自ら進んで力を尽くすことができている .00 .86 -.03 3.12(1.05)
10C：困っている人に対して積極的に手助けすることができている -.08 .84 -.03 3.21(1.01)
11C：周囲の人々のために自主的に行動することができている .08 .82 -.08 2.99(1.03)
19C：人のためになることを積極的にすることができている .05 .78 .06 3.00(1.04)
21C：誰に対しても思いやりをもって接することができている .09 .62 .03 3.18(1.00)
第3因子「自己受容」
17B：今の自分に満足している -.13 -.01 .85 2.57(1.20)
7 B：欠点も含めて自分のことが好きだ .04 -.10 .81 2.89(1.21)
16B：自分でも自分自身を認めることができている .04 .00 .80 2.90(1.11)
6 B：自分自身に納得している -.04 -.01 .79 2.86(1.16)
8 B：今の自分を大切にしている .09 .03 .71 3.17(1.13)
18B：自分には何かしら誇れるものがある .08 .17 .44 3.03(1.21)
因子間相関＼得点間相関 F1 F2 F3
第 1 因子「所属感・信頼感」 － .61 .37
第 2 因子「貢献感」 .65 － .32











目も第 1 主成分に .40以上の負荷量を示した（表 3）。寄与率は40.8%であった。そこで、5
項目のα係数を算出したところ、.62であった。ある程度の内的一貫性が確認されたため、
5項目の平均を算出し、「周囲の調和を乱す行為」得点とした。
向社会的行動項目 5 項目についても、主成分分析を行ったところ、いずれの項目も第 1












5 ：授業中，授業と関係ないことを友達としゃべる .60 2.86(1.30)




2 ：集団で結論を出す必要があるのに、自分の意見を主張しつづける .77 2.32(1.03)
1 ：自慢話を長々する .72 2.35(1.07)
9 ：信用して話してもらったことを、他人にしゃべる .71 2.08(1.09)





8 ：見知らぬ人が何かを落とした時、教えてあげる .69 3.84(1.02)
7 ：雨降りの時、あまり親しくない友人でもカサに入れてあげる .69 2.80(1.23)











まず、共同体感覚得点と社会的行動 3 得点との相関を、男女別で算出した（表 6）。その
結果、男女ともに「ルール・マナー違反」得点との間に弱い正の相関が、「向社会的行動」
との間に中程度の正の相関がみられた。
次に、共同体感覚 3 得点と社会的行動 3 得点との相関を、男女別に算出した。その際、
共同体感覚 3 得点間にはそれぞれ弱い相関または中程度の相関があるため、共同体感覚 3







男子 女子 t 値( df )
所属感・信頼感 3.16(0.83) 3.27(0.70) 1.47(412.47)
貢献感 3.06(0.90) 3.17(0.75) 1.39(414.87)
自己受容 2.92(0.96) 2.89(0.86) 0.33(433)
ルール・マナー違反 2.25(0.81) 1.94(0.66) 4.34(409.64)***
調和を乱す行為 2.27(0.72) 2.14(0.62) 2.00(427)*
向社会的行動 3.01(0.80) 3.31(0.65) 4.18(408.93)***
* p<.05 *** p<.001
表 5 共同体感覚3得点及び社会的行動3得点の男女の比較
ルール・マナー違反 周囲の調和を乱す行為 向社会的行動
共同体感覚 男子 .14* .10 .47***
女子 .15* .08 .42***
* p<.05 ** p<.01 *** p<.001
表 6 共同体感覚得点と社会的行動3得点との相関
ルール・マナー違反 周囲の調和を乱す行為 向社会的行動
所属感・信頼感 男子 .20** .04 .20**
女子 .24** .04 .20*
自己受容 男子 -.02 .14* -.13*
女子 -.05 .09 -.02
貢献感 男子 -.07 -.05 .36***
女子 -.06 -.17* .31***
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